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QQAA 農
地
へ
の
盛
土
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

　
農
地
へ
盛
土
を
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
農
地
は
食
料
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
安
全
か
つ
有
効
に
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
農
地
を
土
捨
場
と
し
て
利
用
し
た
り
、
産
業
廃
棄
物
を
投
棄
し
た
り
と
い
っ

た
本
来
の
趣
旨
か
ら
外
れ
た
利
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
農
地
の
不

当
な
利
用
を
防
ぐ
た
め
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
保
全
や
耕
作
条
件
の
改
善
を
目
的
と
し

て
田
や
畑
に
盛
土
す
る
場
合
、
事
前
に
土
地
所
有
者
か
ら
﹁
農
地
改
良
工
事
届
﹂
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
計
画
が
適
当
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
地
に
盛
土
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
地
へ
盛
土
を
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
か
？

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
☎
2
2
｜
7
5
7
8
）

︻
農
地
改
良
工
事
届
の
手
続
き
︼

●
届
出
者

　
土
地
所
有
者

●
届
出
時
期

　
工
事
着
手
前
︵
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
︶

　
※
内
容
の
審
査
に
数
日
を
要
し
ま
す
の
で
、
着
工
予
定
ま
で
余
裕
を
も
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
書
類

　
農
地
改
良
工
事
届
出
書
　
１
部

●
添
付
書
類

　
　
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
、
公
図
の
写
し
︵
隣
接
地
含
む
︶
、
案
内
図
、
地
元
区
長
の

　
同
意
書
、
工
事
計
画
図
面
︵
平
面
図
及
び
断
面
図
︶
、
誓
約
書
、
現
況
写
真
︵
着
工
前
︶

●
確
約
事
項

　
①
盛
土
に
は
、
耕
作
に
適
し
た
良
質
土
の
み
使
用
し
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

　
　
る
法
律
︵
昭
和
45
年
法
律
第
１
３
７
号
︶
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
一
般
廃
棄
物
及
び

　
　
同
条
第
４
項
に
定
め
る
産
業
廃
棄
物
を
盛
土
し
な
い
こ
と
。

　
②
工
事
施
工
に
よ
り
損
害
、
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
届
出
人
の
責
任
に
お
い
て
善
処
す

　
　
る
こ
と
。

　
③
工
事
完
了
後
は
、
農
地
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
。
︵
誓
約
書
を
添
付
︶

●
報
告

　
　
農
地
改
良
工
事
届
出
者
は
、
農
地
改
良
工
事
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
工
事
完
了
後
10
日

　
以
内
に
、
農
地
改
良
工
事
完
了
報
告
書
︵
改
良
工
事
完
了
後
の
写
真
添
付
︶
を
農
業
委
員

　
会
ま
で
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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表
紙
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
事
故
の
た
め
に
、
双
葉
郡
双

葉
町
か
ら
い
わ
き
市
へ
避
難
し
て

い
る
吉
田
晴
男
さ
ん
が
、
い
わ
き

市
で
の
営
農
再
開
を
目
指
し
て
同

市
渡
辺
町
の
農
地
に
建
て
た
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
栽
培
を
し
て
い

る
エ
ニ
シ
ダ
の
鉢
植
え
で
す
。

　
エ
ニ
シ
ダ
は
マ
メ
科
で
、
庭
や

公
園
な
ど
に
植
え
て
あ
る
エ
ニ
シ

ダ
は
５
月
こ
ろ
、
黄
金
色
を
し
た

蝶
形
の
花
を
枝
垂
れ
た
枝
い
っ
ぱ

い
に
咲
か
せ
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
こ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の

エ
ニ
シ
ダ
は
、
そ
れ
よ
り
も
一
足

早
く
、
３
月
上
旬
の
こ
ろ
か
ら
咲

き
始
め
ま
す
。
連
棟
式
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
２
棟
に
は
、
一
万
鉢
の

エ
ニ
シ
ダ
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
原
発
事
故
前
ま

で
は
双
葉
郡
で
米
作
と
花
卉
栽
培

を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
原
発
事

故
後
は
、
川
俣
、
船
引
、
那
須
塩

原
と
避
難
生
活
を
続
け
、
平
成
２３

年
１０
月
に
い
わ
き
市
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
娘
さ
ん
が
い
わ
き

市
に
嫁
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
双

葉
町
に
は
帰
ら
ず
に
、
い
わ
き
市
に

定
住
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
既
に
渡

辺
町
の
ほ
か
に
、
小
川
町
に
も
農
地

を
借
り
て
1
0
0
坪
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
３
棟
を
建
て
て
、
サ
ク
ラ
草
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
カ
ス
ミ
草
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
生
活
で
大

変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
い
わ

き
市
で
の
営
農
が
軌
道
に
乗
り
、
益

々
、
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
︵
執
筆
　
佐
川
　
良
平
委
員
︶


